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現
在
、
道
内
町
村
職
員
向

け
政
策
情
報
誌
の
制
作
中
。

自
治
体
職
員
は
今
、
予
算
と

人
員
削
減
の
中
で
改
革
を
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次

号
テ
ー
マ
は
「
職
員
の

意
識
改
革
」
に
設
定
し

た
◆
提
言
で
は
元
志
木

市
（
埼
玉
県
）
市
長
が

「
役
所
が
前
面
に
立
ち

地
場
産
業
の
再
生

を
」、
座
談
会
で
は

「
前
例
主
義
の
打
破
」

「
小
手
先
で
は
な
く
地

域
の
主
産
業
に
役
立
つ

政
策
を
」「
課
題
を
発

見
し
整
理
で

き
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に

異
分
野
交
流

を
」、
講
演
で
は

「
中
央
集
権
体
制

か
ら
の
脱
却
」 ◇現状打破できる人

取材ノート

「
地
方
自
治
体
は
国
の
下
請

け
に
な
る
な
」「
自
治
体
職

員
の
政
策
判
断
能
力
を
高
め

ろ
」、
現
地
リ
ポ
ー
ト
で
は

「
何
も
し
な
い
こ
と
が
美
徳

と
い
う
公
務
員
意
識
、

前
例
主
義
の
打
破
」
を

テ
ー
マ
に
ニ
セ
コ
町
の

「
住
民
自
治
」、
自
ら

考
え
行
動
す
る
人
材
育

成
法
を
取
材
し
た
◆
元

小
樽
市
職
員
で
現
在
は

抜
擢
さ
れ
内
閣
府
で
活

躍
す
る
木
村
俊
昭
氏

が
、
新
人
時
代
に
部
長

会
議
参
加
を
直
訴
し
実

現
し
た
話
を
聞
き
「
ず

ば
抜
け
た
職
業
人
は
仕

事
に
対
す
る
強
い
目
的
と
決

意
、
知
恵
と
大
局
観
が
あ

り
、
孤
軍
奮
闘
で
き
る
。
話

を
聞
く
能
力
も
あ
る
」
と
感

じ
た
。（
栗
原
）

札幌･北一タカハシ建設

『北のブランド』に認定
宮大工が建てる数寄屋住宅

　

㈱
北
一
タ
カ
ハ
シ
建
設

（
札
幌
市
、
髙
橋
一
彦
社

長
）
で
は
、
札
幌
商
工
会
議

の
宮
大
工
が
建
て
る
Ｑ
１

̶

数
寄
屋
住
宅
〞
で
応

募
。
こ
の
ほ
ど
『
北
の
ブ
ラ

ン
ド
２
０
０
９
』
と
し
て
認

証
さ
れ
た
。

　

札
幌
商
工
会
議
所
の
北
の

ブ
ラ
ン
ド
認
証
事
業
は
、
同

会
議
所
会
員
企
業
が
こ
だ
わ

り
を
持
っ
て
開
発
し
た
製
品

を
『
北
の
ブ
ラ
ン
ド
』
と
し

て
認
証
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
道
内
外
へ
の
販
路
拡
大

を
支
援
し
よ
う
と
い
う
も

の
。
も
の
づ
く
り
部
門
と
食

品
部
門
の
２
部
門
が
あ
り
、

認
証
を
受
け
る
に
は
優
れ
た

技
術
や
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て

い
る
か
、
市
場
に
お
い
て
高

い
評
価
・
信
頼
を
得
て
い
る

か
、
市
場
で
の
将
来
性
が
あ

る
か̶

な
ど
の
選
考
基
準

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
条

件
。

　

認
証
さ
れ
る
と
認
証
盾
と

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
交
付
さ
れ
、

「
北
の
ブ
ラ
ン
ド
カ
タ
ロ

グ
」
や
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
へ
の
掲
載
の
ほ

か
、
道
内
外
で
開
催
さ
れ
る

見
本
市
・
物
産
展
な
ど
へ
の

参
加
・
出
品
な
ど
の
支
援
が

受
け
ら
れ
る
。

　

同
社
が
認
証
を
受
け
た

〝
北
の
宮
大
工
が
建
て
る
Ｑ

１̶

数
寄
屋
住
宅
〞
は
、

多
数
の
社
寺
建
築
実
績
が
あ

る
宮
大
工
の
技
術
を
活
か
し

た
数
寄
屋
造
り
に
、
熱
損
失

係
数
＝
Ｑ
値
１
Ｗ
レ
ベ
ル
の

断
熱
性
能
と
、
夏
期
に
屋
根

か
ら
の
輻
射
熱
を
遮
る
遮
熱

シ
ー
ト
を
採
用
し
た
省
エ
ネ

型
伝
統
住
宅
。
こ
れ
ま
で
社

寺
建
築
や
文
化
財
級
の
建
物

の
修
復
が
専
門
だ
っ
た
宮
大

工
の
技
術
を
戸
建
住
宅
に
も

取
り
入
れ
て
、
北
海
道
に
適

し
た
高
性
能
な
和
風
モ
ダ
ン

を
提
案
し
て
い
る
点
が
評
価

さ
れ
た
。

　

同
社
の
髙
橋
社
長
は
「
今

回
の
認
証
に
よ
っ
て
、
当
社

の
家
づ
く
り
が
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
、
こ
の

ブ
ラ
ン
ド
を
積
極
的
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
他
社
と
の
差
別
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

北一タカハシ建設が建てた数寄屋風の家

所
が
毎
年
行
っ
て
い
る
北
の

ブ
ラ
ン
ド
認
証
事
業
に
〝
北

　

㈲
住
宅
夢
工
房
阿
部
（
室

蘭
市
、
阿
部
章
三
社
長
）
で

は
、
外
壁
２
０
０
㎜
断
熱
と

パ
ッ
シ
ブ
換
気
に
よ
る
リ
フ

ォ
ー
ム
で
温
熱
環
境
を
大
幅

に
改
善
し
た
築
27
年
の
在
来

木
造
住
宅
を
、
こ
の
ほ
ど
白

老
町
で
公
開
。
一
般
的
な
新

築
住
宅
を
上
回
る
快
適
性
・

省
エ
ネ
性
に
、
訪
れ
た
多
く

の
ユ
ー
ザ
ー
が
高
い
関
心
を

示
し
て
い
た
。

　

こ
の
物
件
は
オ
ー
ナ
ー
が

家
族
６
人
で
暮
ら
し
て
い
た

が
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た

こ
と
に
加
え
、
子
供
た
ち
の

成
長
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
に
も
対
応
す
る
た
め

に
、
建
て
替
え
か
リ
フ
ォ
ー

ム
を
検
討
。
解
体
し
て
建
て

替
え
る
よ
り
も
費
用
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
、
資
源
の
節

約
に
も
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
を

選
択
し
た
。

　

同
社
で
は
オ
ー
ナ
ー
が
健

康
に
と
て
も
気
を
遣
い
、
キ

レ
イ
な
水
や
空
気
に
こ
だ
わ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
標
準

仕
様
で
あ
る
外
壁
２
０
０
㎜

断
熱
に
加
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
ッ

シ
ブ
シ
ス
テ
ム
研
究
会
の
会

員
と
し
て
普
及
を
進
め
て
い

る
パ
ッ
シ
ブ
換
気
も
提
案
。

屋
外
と
室
内
の
温
度
差
や
風

に
よ
っ
て
家
中
く
ま
な
く
空

気
が
循
環
す
る
パ
ッ
シ
ブ
換

気
を
オ
ー
ナ
ー
が
気
に
入

り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
で
は
初
採

用
と
な
っ
た
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
前
の
断
熱
仕

様
は
床
・
外
壁
・
天
井
が
い

ず
れ
も
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
10
Ｋ

１
０
０
㎜
で
、
窓
は
ア
ル
ミ

の
２
重
サ
ッ
シ
だ
っ
た
が
、

リ
フ
ォ
ー
ム
後
は
外
壁
が
高

性
能
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
16
Ｋ
１

０
０
㎜
充
て
ん
＋
同
１
０
０

㎜
外
付
加
の
２
０
０
㎜
断
熱

で
、
基
礎
が
押
出
ス
チ
レ
ン

フ
ォ
ー
ム
Ｂ
３
種
１
０
０

㎜
、
天
井
が
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル

ブ
ロ
ー
イ
ン
グ
４
０
０
㎜

で
、
窓
は
Ｐ
Ｖ
Ｃ
サ
ッ
シ
・

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
入
り
Ｌ
ｏ
ｗ

̶

Ｅ
ペ
ア
ガ
ラ
ス
。
暖
房
・

換
気
は
灯
油
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ

と
自
然
換
気
の
組
み
合
わ
せ

か
ら
、
電
気
温
水
式
セ
ン
ト

ラ
ル
と
パ
ッ
シ
ブ
換
気
の
組

み
合
わ
せ
に
更
新
し
た
。

　

熱
損
失
係
数
＝
Ｑ
値
は

　

施
工
は
ま
ず
、
基
礎
と
軸

組
だ
け
の
状
態
に
し
、
腐
朽

し
て
い
た
り
、
強
度
的
に
寸

法
が
不
足
し
て
い
る
木
材
を

交
換
。
壁
量
は
建
築
基
準
法

の
１
・
２
５
倍
と
な
る
よ

う
、
筋
交
い
は
既
存
の
１
０

０
×
30
㎜
サ
イ
ズ
の
も
の
を

全
部
撤
去
し
、
１
０
０
×
45

㎜
サ
イ
ズ
の
も
の
を
入
れ

て
、
端
部
に
は
補
強
金
物
を

施
工
。
基
礎
と
土
台
は
要
所

を
後
付
け
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

で
緊
結
し
補
強
し
た
。

　

ま
た
床
下
は
地
盤
が
露
出

リフォーム前（下）とリフォーム後（上）の外
観。パッシブ換気の排気塔が遠くからでも目
立ち、周辺住民の関心を集めていたという

暖
房
灯
油
消
費

�
年
�
ℓ
�
�

１
・
１
Ｗ
（
／
㎡
Ｋ
）
と
、

次
世
代
省
エ
ネ
基
準
は
も
ち

ろ
ん
、
北
方
型
住
宅
Ｅ
Ｃ
Ｏ

の
１
・
３
Ｗ
も
上
回
り
、
灯

油
換
算
で
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
試
算
は
１
㎡
あ
た
り

８
ℓ
と
な
る
。

壁
量
�
基
準
法
�
1.25
倍

床
下
�
空
気
対
流
�
�
�
�
改
修

し
て
い
た
た
め
、
パ
ッ
シ
ブ

換
気
の
給
気
用
塩
ビ
パ
イ
プ

を
地
中
に
通
し
て
立
ち
上
げ

た
後
、
鉄
筋
を
組
ん
で
１
０

０
㎜
の
防
湿
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
打
設
。
間
仕
切
り
基
礎
も

床
下
の
空
気
が
対
流
し
や
す

い
よ
う
に
改
修
し
、
布
幅
が

薄
い
部
分
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
鉄
筋
を
付
加
し
て
厚
く
す

る
な
ど
、
パ
ッ
シ
ブ
換
気
へ

の
対
応
と
強
度
の
向
上
を
図

っ
た
。

　

外
壁
の
２
０
０
㎜
断
熱

は
、
樹
脂
製
の
ブ
ラ
ケ
ッ
ト

を
使
い
付
加
断
熱
下
地
と
な

る
１
０
０
×
30
㎜
の
間
柱
材

を
４
５
５
㎜
ピ
ッ
チ
・
横
使

い
で
柱
の
屋
外
側
に
取
り
付

け
、
そ
の
間
に
グ
ラ
ス
ウ
ー

ル
を
充
て
ん
付
加
。
軸
間
と

合
わ
せ
て
２
０
０
㎜
の
断
熱

厚
を
確
保
し
、
そ
の
後
屋
外

側
は
透
湿
防
水
シ
ー
ト
を
張

っ
て
通
気
層
を
取
り
、
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
仕
上
げ
。

　

室
内
側
は
気
密
層
を
連
続

さ
せ
る
た
め
、
胴
差
・
土
台

回
り
に
は
新
築
の
先
張
り
シ

ー
ト
と
同
じ
サ
イ
ズ
の
ポ
リ

フ
ィ
ル
ム
を
張
り
、
梁
・
土

台
が
当
た
る
部
分
は
切
込
み

を
入
れ
て
梁
・
土
台
と
の
取

り
合
い
を
気
密
テ
ー
プ
で
シ

ー
ル
。
土
台
回
り
の
シ
ー
ト

は
下
端
部
を
布
基
礎
に
コ
ー

キ
ン
グ
な
ど
で
接
着
し
て
お

り
、
気
密
性
能
は
相
当
隙
間

面
積
＝
Ｃ
値
で
０
・
４
㎠
／

㎡
を
記
録
し
て
い
る
。

　

同
社
の
阿
部
社
長
は
「
２

０
０
㎜
断
熱
は
、
去
年
の
夏

に
初
め
て
リ
フ
ォ
ー
ム
で
採

用
し
今
回
で
10
棟
目
と
な
る

が
、
暑
さ
寒
さ
を
感
じ
な
く

な
る
な
ど
温
熱
環
境
が
劇
的

に
改
善
さ
れ
る
た
め
、
お
客

様
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い

付
加
断
熱
下
地
�

樹
脂
部
材
�
取
付

室内から見た付加断熱材施工の様子。耐震性を高めるために筋
交いはすべて入れ替えており、胴差・土台回りには後張りの防
湿気密シートも施工

る
。
窓
が
全
部
出
窓
風
に
な

る
の
も
意
外
と
好
評
。
パ
ッ

シ
ブ
換
気
は
リ
フ
ォ
ー
ム
で

初
め
て
採
用
し
た
が
、
今
後

も
標
準
仕
様
と
し
て
採
用
し

て
い
き
た
い
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
コ
ス
ト
は
同

じ
仕
様
の
新
築
住
宅
と
比
べ

る
と
費
用
は
３
分
の
２
程
度

で
、
５
０
０
〜
６
０
０
万
円

は
安
く
で
き
る
」
と
話
し
て

い
る
。 外壁と基礎回りの納まり。横使いで施工し

ている付加断熱下地は樹脂製ブラケットで
軸組に固定している


